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Ａ
　
和
田
総
務
課
長

　
市
町
村
が
住
民
の
携
帯
電
話
へ
災
害

情
報
や
避
難
情
報
を
メ
ー
ル
送
信
す
る

等
の
技
術
が
開
発
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

有
用
性
は
認
識
し
て
い
る
。

Ｑ
　
福
祉
避
難
所
の
設
置
状
況
は
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
社
会
福
祉
法
人
豊
頃
愛
生
協
会
と
協

定
書
を
取
り
交
わ
し
、今
年
１
月
か
ら
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
よ
こ
ろ
荘
と

は
る
に
れ
Ｔ
ｏ
ｙ
ｏ
ｋ
ｏ
ｒ
ｏ
の
２
施
設
を

福
祉
避
難
所
に
指
定
し
た
。

Ｑ
　
大
災
害
に
よ
り
す
べ
て
の
福
祉
避

難
所
が
開
設
で
き
な
い
場
合
の
対
応

は
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
仮
定
の
話
を
基
に
し
た
対
応
に
つ
い

て
答
弁
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
法
律

的
に
求
め
ら
れ
る
福
祉
避
難
所
で
は
な

く
と
も
、
安
心
し
て
避
難
で
き
る
場
所

を
一
時
的
に
確
保
す
る
こ
と
は
可
能
と

考
え
て
い
る
。

　「
福
祉
避
難
所
」
と
は
、
災
害

時
に
要
援
護
者
が
避
難
生
活
を
す

る
た
め
の
二
次
避
難
所
。
高
齢
者
、

障
害
者
、
妊
産
婦
、
傷
病
者
な
ど

の
避
難
先
と
し
て
、
施
設
の
安
全

性
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
が
条
件

と
さ
れ
て
い
る
。

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
、人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
取
組
は
？

大
崎
　
英
樹
　
議
員 

Ｑ
　
総
合
戦
略
に
掲
げ
ら
れ
た
﹁
安
定

し
た
雇
用
創
出
﹂
の
取
組
は
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
国
の
総
合
戦
略
に
お
け
る
基
本
目
標

で
あ
る
「
地
方
に
お
け
る
安
定
し
た
雇

用
を
創
出
す
る
」
に
対
し
、
町
は
、「
豊

か
な
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

を
掲
げ
て
い
る
。
数
値
目
標
で
は
、
平

成
31
年
度
ま
で
に
新
規
起
業
支
援
・
企

業
誘
致
を
５
件
、
定
住
就
業
者
数
を
30

人
増
加
と
し
て
い
る
。
企
業
誘
致
は
、

行
政
だ
け
で
は
ノ
ウ
ハ
ウ
が
少
な
い
の

で
、
専
門
的
知
識
や
関
心
の
あ
る
方
等

の
意
見
を
大
切
に
前
進
し
て
い
き
た

い
。

Ｑ
　
総
合
戦
略
に
掲
げ
ら
れ
た
﹁
新
し

い
ひ
と
の
流
れ
﹂
の
取
組
は
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
国
の
基
本
目
標
で
あ
る
「
地
方
へ
の

新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を
つ
く
る
」
に
対

し
、
町
は
、「
快
適
で
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
」、「
豊
か
な
資
源
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
」
を
掲
げ
て
い
る
。
数
値

目
標
で
は
、
平
成
31
年
度
ま
で
に
転
入

者
を
20
％
増
、
転
出
者
を
20
％
減
と
し

て
い
る
。
特
に
、
若
者
・
子
育
て
世
代

が
住
み
続
け
た
く
な
る
環
境
の
整
備
を

進
め
た
い
。

Ｑ
　
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育

て
へ
の
取
組
は
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
若
い
世
代
に
と
っ
て
出
産
・
子
育
て

が
最
も
心
配
な
面
と
考
え
て
お
り
、
そ

れ
ら
へ
の
支
援
制
度
を
整
備
し
て
い

る
。
若
い
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
身
の

丈
に
合
っ
た
福
祉
施
策
の
充
実
が
大
切

と
考
え
て
い
る
。

こ
だ
わ
り
あ
る
観
光
地
域
の

魅
力
づ
く
り
の
計
画
は
？

Ｑ
　
地
域
資
源
を
活
か
し
た
今
後
の
観

光
対
策
は
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
は
る
に
れ
の
木
を
は
じ
め
と
す
る
豊

か
な
自
然
、
報
徳
の
お
し
え
、
大
津
海

岸
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
ア
イ
ス
な
ど
の
観
光

資
源
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
い
。
本
町
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
を
作
成
し
て
首
都

圏
に
て
放
映
す
る
計
画
が
あ
る
ほ
か
、

旅
行
雑
誌
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
新

聞
、
テ
レ
ビ
な
ど
様
々
な
媒
体
を
利
用

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
宿
泊
施
設
の

整
備
、
観
光
事
業
へ
の
支
援
継
続
を
進

め
た
い
。

Ｑ
　
新
し
い
観
光
資
源
の
発
掘
や
、
今

あ
る
資
源
の
価
値
を
高
め
る
対
策
を
！

Ａ
　
宮
口
町
長

　
外
部
か
ら
の
情
報
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
活
気
あ
る
観
光
事
業
の
推
進
に
努

め
た
い
。

観光資源のはるにれの木

　
町
内
の
農
作
物
の
作
況
に
つ
い
て
、
８

月
25
日
に
開
催
さ
れ
た
町
農
業
改
良
推
進

協
議
会
が
主
催
す
る
作
況
調
査
に
同
行
し

て
調
査
し
た
。

　
調
査
当
日
は
、
町
内
の
10
圃
場
９
作
物

に
つ
い
て
１
圃
場
ご
と
の
作
物
の
草
丈
、

着
莢
数
な
ど
の
生
育
状
況
や
、
病
害
虫
の

発
生
状
況
、
農
作
業
の
進
捗
状
況
及
び
今

後
の
注
意
事
項
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
。

　
本
年
は
、
５
月
上
旬
の
強
風
に
よ
り
甜

菜
の
再
播
種
や
馬
鈴
薯
の
植
付
作
業
が
遅

れ
、
６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
の
多
雨
・

日
照
不
足
に
よ
る
豆
類
の
生
育
の
停
滞
、

８
月
に
は
台
風
第
７
号
、
第
11
号
及
び
第

９
号
な
ど
に
伴
う
大
雨
に
よ
る
湿
害
と
、

度
重
な
る
異
常
気
象
の
発
生
で
、
生
育
の

遅
延
傾
向
に
加
え
収
穫
量
の
減
少
、
品
質

の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
調
査
時
点
で
の
作
物
ご
と
の
生
育
状
況

は
、
甜
菜
に
つ
い
て
は
、
直
播
作
業
は
平

年
よ
り
早
く
始
ま
っ
た
が
、
５
月
８
日
及

び
12
日
の
強
風
に
よ
る
表
土
の
飛
散
に
伴

い
、
出
芽
間
も
な
い
直
播
圃
場
の
再
播
、

播
き
返
し
、
移
植
直
後
の
苗
の
折
損
な
ど

の
被
害
面
積
が
約
98
・
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
と

な
り
、
そ
の
後
も
６
月
か
ら
７
月
に
か
け

て
の
断
続
的
な
降
雨
に
よ
り
、
根
部
の
肥

大
は
緩
慢
に
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
８

月
の
台
風
に
よ
り
湿
害
が
懸
念
さ
れ
、

平
年
の
収
量
を
下
回
る
状
況
に
あ
る
。

豆
類
も
、
は
種
作
業
は
平
年
よ
り
早
く

終
了
し
た
が
、
湿
害
に
よ
り
生
育
の
停

滞
や
根
腐
病
が
発
生
し
欠
株
が
見
ら

れ
、
平
年
の
収
量
を
下
回
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。

　
馬
鈴
薯
に
つ
い
て
は
、
日
照
不
足
に

よ
り
茎
長
は
軟
弱
徒
長
し
、
一
部
圃
場

で
は
倒
伏
や
疫
病
が
見
ら
れ
、
台
風
に

よ
る
湿
害
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
て
い

る
。

　
牧
草
に
つ
い
て
は
、
１
番
草
は
、
生

育
、
生
収
量
と
も
に
平
年
を
上
回
り
、

２
番
草
も
順
調
に
生
育
し
て
い
る
が
、

収
穫
の
遅
れ
に
よ
る
影
響
が
懸
念
さ
れ

る
。
デ
ン
ト
コ
ー
ン
は
６
月
か
ら
７
月

▼
専
決
処
分
の
承
認

・
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　
９
月
９
日
か
ら
の
大
雨
被
害
に
よ

る
明
渠
排
水
の
補
修
、
内
水
排
水
の

経
費
と
し
て
、
４
０
０
万
円
を
歳

入
歳
出
に
追
加
し
、
予
算
総
額
を

52
億
８
千
８
８
１
万
円
と
す
る
補
正
予

算
を
専
決
。
原
案
の
と
お
り
承
認
。

　
専
決
処
分
と
は
、
議
会
を
開
く

い
と
ま
が
な
い
と
き
な
ど
、
議
会

に
か
わ
っ
て
町
長
が
処
分
（
決
定
）

す
る
こ
と
。

▼
一
般
会
計
補
正
予
算
︵
第
７
号
︶

　
本
年
９
月
か
ら
開
始
し
た
ふ
る
さ
と

納
税
に
よ
る
寄
付
者
へ
の
返
礼
事
業
の

経
費
、
地
方
創
生
推
進
事
業
へ
の
補
助

な
ど
、
２
千
91
万
円
を
歳
入
歳
出
に
追

加
し
、
予
算
総
額
を
53
億
９
７
１
万
円

と
す
る
補
正
予
算
。
原
案
の
と
お
り
可

決
。

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
大
津
地
域
に
光
ケ
ー
ブ
ル
に
よ
る
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
を
整
備
す
る
た
め

の
大
津
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
工
事

の
契
約
。
金
額
は
５
千
９
４
０
万
円
。

原
案
の
と
お
り
可
決
。

の
日
照
不
足
に
よ
り
生
育
が
緩
慢
に
な

り
、
草
丈
・
葉
数
が
平
年
を
下
回
っ
て

お
り
、収
穫
量
の
減
少
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
な
お
、
現
地
調
査
は
行
わ
な
か
っ
た

が
、
す
で
に
収
穫
作
業
の
終
了
し
た
秋

ま
き
小
麦
に
つ
い
て
は
、
６
月
の
断
続

的
な
降
雨
、
日
照
不
足
に
よ
り
登
熟
が

遅
く
な
り
、
ま
た
、
開
花
後
の
降
雨
に

よ
り
生
理
障
害
が
発
生
し
、
収
量
の
減

少
と
品
質
の
低
下
が
見
ら
れ
、
厳
し
い

状
況
と
な
っ
た
。

　
調
査
時
点
で
の
状
況
は
以
上
の
と
お

り
で
あ
る
が
、
今
後
も
台
風
な
ど
天
候

不
順
に
よ
る
作
物
へ
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
ま
た
、
今
後
に
お
い
て
は
、
病
虫
害

に
よ
る
被
害
、
霜
の
降
り
る
時
期
に

よ
っ
て
は
豆
類
の
収
穫
に
悪
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
全
町
的
に
中
長
期
的
な
明
・
暗
渠
排

水
な
ど
の
農
地
基
盤
整
備
対
策
や
、
平

成
20
年
度
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
土
層
改

良
を
目
的
と
し
た
圃
場
へ
の
泥
炭
土
の

受
入
れ
継
続
な
ど
、
安
定
的
な
収
量
確

保
に
向
け
た
対
策
を
講
じ
る
こ
と
や
、

本
格
的
な
収
穫
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り

農
作
業
事
故
の
注
意
を
喚
起
す
る
よ
う

関
係
機
関
等
を
通
し
て
指
導
を
徹
底
さ

れ
た
い
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

農作物作況調査

意　見　書
▷林業・木材産業の成長産業化

に向けた施策の充実・強化を求

める意見書

▷平成28年8月の連続4台風に

よる災害対応に関する意見書

原案どおり可決され、関係省庁に

提出されました。

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

　
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
で
８
月
25
日
に
、﹁
農
作
物
の
作
況
に
つ
い
て
﹂

所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

第
３
回
臨
時
会
（
10
月
14
日
）

広
報
と
よ
こ
ろ

議
会
だ
よ
り

▽
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

役
場
だ
よ
り

広
報
と
よ
こ
ろ

▽
一
般
質
問

議
会
だ
よ
り

役
場
だ
よ
り


